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本誌前號じ「南ホ諸地域じがける脚錶目槪說」と題する拙稿を擁けたが、讓 

- . 

き把しを次のやうじすべく原稿を用藏したのじうつかもして化の部分の羯おを 
忘れてしまつたので妙な次第であるが化處に揭け' る0 


南方諸地增に於、ける脚鬚目槪說 
靖 島春雜 Haruo T < a|cashima 
東京义理科大學動物學敎莖 

两 容 

I 脚鷄目鳥赋 . 32 

I 顆ち諸地城に見る代-表的の S 類‘" . 汾 

'曲 潑辫狩:頸靖藍查颊目な脚鑽目…••…•……が 

皿 獅潑目のみ帘 . -40 

本税は同じ邀審の「南ホ諸地域にがける微槪說」と姉妹鑛を成すも&で去る昭觀巧年1 
月脫稿した。爾ホ今曰まで上禅の機を得られなかつたが其の間に避义は本稿の壞後の韋V 
參考文獻を！!:失せしめた。脚繁目は節あ•動物巧蛛形綱をにクモ•メ少ラダモ.サソ V 等と 
教等の位攝を占める’1目であるが本稿は今後曾ての。南ホ圏。を交配し或は其處に動构舉 
的诞査を巧ふ人々にとり多みお役に立つかも思ふ。先づ腳鑽目の標徵、み-類體系を記し屬 
までの檢索表を褐げて同が諮巧の便に供し、みに領ホ諸地域に見る化表的の種類を擧げた 
が目本唐、中國産のものには稍々静しく觸れを。臺满のな頭興は動物地理學上特異の地位 
をち める が睫野橫击の採集品に墓き同島藍 ザソリ、サソリ モドキに關し略報しを。を稿を 
巧すまでに多くの同擧のホ々の猶媛巧を蒙つ て 居る。願かて潔き感誠を捧げを いとおふ。 
特に化の類にも多くみ關也を持ち硏究されたな廣島文理科大學敎較佐藤井岐雄博主のず: 幸 
なか 嚴绩を駿ひ御奠髓を祈る, ことが なる も のがをる。 
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それから動物攀雜誌第が卷讓9，10號（魄が20年10巧）じ棘は r ブーダンピ 
ル島產脚鬚固 J (東强產を嫣類脚鬚類の調査（其の十二) j といふのを揭げた0 
中に入れる々ット 2 饋を用意したのであるが、其の後同誌ではホットをを然揭出 
しないホ針になつたので割愛した0其の巧一つは本誌中じ使用したから C 第 W 7 
貫第 6 圖）第 2 騷のみを化處じ操げる0 


パプアホンナシサツ 
リモドキ罕上ホはが 
觸鑽轉節の緣棘をお 
ず。上左はホ觸鑽顯 
葉の前上部の突巧0 
下面觀〇下はぶ第1 
ホ醜!の鞭が踰節の T 
面觀。を鹽何れも毛 
を略す 。X 25〔原職：) 


g 海嶺島產を蛾類追記第= 

な忠二郞巧の鉤摩意じよ M 944 年4巧15口孽南海南島產かソリ賴本1猶を拜 
借調蠢ずる.磯會を持つた0をれは巧の身寄 5) の御ホが厨幕で探集したものであ 
るといふ0フ ホルマリン 漬じなつてゐて種類は何れもヒノモトサソリであ！)測 
淀輿の他は次表の如くである（單化餘 )0 


性 

繼長 

背ザ長 

背巧幅 

前腹長 

後腹畏 

觸鑛畏 

徹狀器齒數 
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23.5 
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ホ19ぶが 
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41 

5 

6 

12 

24 

17.5 

19 20 

ぶ9 

34 

夺 

5 

11 

19 

14 

1919 


同年9巧4日主居寬暢巧の卿好意で同嵩產サソリ3頭を入手した 0 其等はやは9 
ヒノモトずソリで Is 2 -と考へられる0懒狀器齒數はろお20攸左19教:、军右 
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20 あ:左 20 が、 ぶ20故左21がで、あつた 0 

g 「八-®山蘿を鑛目及脚 a a J 追記.第二 

昭和18年12巧3 口鹿野忠雄傅： h の鉤厚意じよ！)巧が琉球、裘灣等で採敏した標 
品3瓶を受領することが出來た〇內容は猿灣本島產サソリで r キ' (成纔ぶ罕み 
1頭、ラベルじは 27 X .192.3 とある）、魏球おお藉產ザソ y モ F 乎及びマダラサソ 
リ、化潍賓ミンダナオ蟲產々ニムシモドキ等である0あ垣息のずソリモドずは 
若熟した立派な9で體授40<5锦（かド躍ぶ:館)、耀狀附邀鉤は約む、錐1步脚掷節 
に於ける藥染と缺刻は左右共第8巧び第9節にはつをら深れてむる0 

ッダラずソリ读15 2 ??で其の巧1ぶな完全な撫晶である0蹄歌韻鹽數は 
左を巧巧牧 0 1頭は破損した失した體部も^いがミである 0 撥數はを20移:左が 
救:でをは寧ろ珍しい方である0殘5)の1頭を傷んホゐるが？で錢數は左右共巧 
枚。 予がマダラサソリじ就き齒數を-算〜たのな20例做 こ 過ぎぬが其の狼ら では 
磁數による性差は無いと考古られる〇 
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